





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































エ ッ セ イ
象記』を考えればいいよ。二カ月のうちには少し書けるだ
ろう」を受けているのだろう。
82　「この部分は元の手紙では線で消してあったが、読むことができたので元のままここに記録すること
にした」と蕭軍の注（1978. 9.17）がある。
83　「これは蕭紅のもともとの注釈である」と蕭軍の注がある。
84　この手紙の注に蕭軍は、自分がすぐに北京に行けないので、彼女が上海に戻ることになった、と書
いている。「私は彼女の強い性格をよく理解している。自分からは戻りたくなかったのだ。私が『御
願い』し、また『命令』、そして『騙し』てようやく帰ってくる」（紅－６注）。
85　フランスの思想家ジャン・ジャック・ルソー（1712～78）の自伝で、死後に発表され、日本の近代
文学にも大きな影響を与えた。日本では『告白（録）』と訳されている。
86　蕭紅がいつ上海に戻ったのか、覚えていない、と蕭軍は書いている（紅－７注）。
87　紅－５（５月９日）に、「もし読んだ方がいい本があればその都度送ってください。李家に置いてお
けばなくなることはない。上海を離れる時にも便利だから」とあるのを受けているのだろうか。
88　この手紙が北京から出した最後の手紙で、間もなく彼女は上海に戻ってきたと蕭軍はいう（紅－７
注）。
89　北京市郊外の万里の長城。
90　盛唐時代の文学者、李華の作品で、戦場の悲惨な様をうたう。
91　「送ったのは恐らく『八月の村』と『生死場』だと思う。彼女が友人に送るためだ」（紅－７注）。
92　「最後の忠告の手紙」は軍－４（５月12日）のことか。蕭軍によれば、このくだりは彼女の皮肉で、
彼女が「その通りやる」はずはないし、私が「サビを歌っている」と思っていたという（紅－７注）。
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